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　北海道では明治初期から昭和

４０年頃まで繊維を採取する目的

で栽培されていた亜麻ですが、化

学繊維の登場によりその姿を消し

てしまいました。しかし、当別町

で平成 13 年より栽培試験が開始

され、現在、町内 4 軒の生産者が

亜麻栽培に取り組んでいます。

誰も作っていない、変わっ

た作物を生産してみ

たいと思っていました。我が家の

畑は水はけもそれほど良くないた

め、作物の生育が悪く悩んでいた

時期がありました。ちょうどその

頃、前組合長から亜麻の話を聞い

て「これは面白そうだな。」と思っ

たのが始まりで、私自身は平成

15 年から亜麻の栽培に取り組む

ことにしました。何も分からない

状態から全て手探りで栽培をして

いたため、始めの 3 年間は全く

収量があがりませんでした。

雑草との戦いです。完全

無農薬で亜麻を栽培

しているので、他の作物に比べて

除草の手間は数倍かかりますね。

農機具を使用して雑草の除去も行

いますが、7 月の開花から収穫す

る 9 月までは週に一度のペース

で完全に人の手で行わなければな

りません。そこが一番の苦労話で

す。嬉しいことは、何と言っても

開花した時の畑一面に広がる光景

を見た時です。たくさんの苦労が

あるから、その感動は誰よりも強

いかもしれません。また、見学に

来た方から励ましの言葉をかけて

いただいたり、亜麻に興味を持っ

ていただける方がいるということ

が励みにもなりますし、嬉しいで

すよね。同じ亜麻を栽培している

仲間や、家族、亜麻公社の皆さん

のサポートにも支えられて頑張っ

てきたかいがあります。だから

ずっと栽培を続けることが出来た

と思います。

当別といえば亜麻だと言

われるようになって

欲しいですね。また、亜麻の可能

性を信じて私達と一緒に栽培をし

てくれる生産者が増えてくれると

嬉しいです。現在、種子から採れ

る亜
あ ま に ゆ

麻仁油は食品として加工され

ていますが、これからは食用分野

に限らず、多様な活用方法につい

て、検討していきたいと思います。

様々な苦労を経て、亜麻栽培に取

り組む津崎さん。他の生産者も同

じ思いを持っています。亜麻を多

くの方に知って欲しいと始めたイ

ベント「第 7 回北海道亜麻まつり

in 当別」が 7 月 13 日 ( 日 ) に旧

東裏小学校にて開催されます。畑

一面に広がる亜麻を見てみません

か？詳しくは商工課 23-3129 また

は、( 有 ) 亜麻公社 011-731-8588

までお問い合わせ下さい。　　　

　　　　　　　　(6 月 23 日取材 )

亜麻栽培のきっかけは？

夢はなんですか？苦労話と嬉しい話
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亜麻の花は 7 月上旬から中旬に
かけて見頃を迎えます。

亜麻畑にて (6 月 23 日）


